
口腔健康科学講座

スポーツ歯学研究室



スポーツ歯科医学の目的

1. 「顎顔面口腔領域でのスポーツ外傷を予防す

るためのサポート」（安全スポーツ歯科）

2. 「スポーツ競技力の維持・向上を支援するた

めの歯科医学的配慮」（競技スポーツ歯科）

3. 「スポーツによる国民の健康づくりを支援する

歯科医学的配慮」（健康スポーツ歯科）



カスタムメイドマウスガードの種類

バキュームタイプマウスガード(1枚法) 改良型1枚法マウスガード

ラミネートタイプマウスガード(2枚法) ハード＆スペースタイプマウスガード(3枚法)

フェイスガード



モーションキャプチャシステム

産業総合研究所・臨海副都心センター
デジタルヒューマン工学研究センター室内

モーションキャプチャシステム
( Vicon Nexus,Vicon社)

床反力計(BP400600-1000PT,AMTI社)



Relation between stomatognathic systems and sports 
characteristic in mogul skiing．

multi telemeter system
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Panasonic HC-V520M (1/30)

バレーボール



寝たきりの原因
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• Matsuda R. Life-style choices and falls. In: Kondo K, ed. Health inequalities in Japan: an empirical study of 
older people. Trans Pacific Press 2010. 37-50. 

• Tinetti ME,  Speechley M,  Ginter SF.  Risk factors for falls among elderly persons living in the community. N 
Engl J Med 1988; 319: 1701-1707. 

転倒は高齢者の約 3 人に 1 人に起こり，そのうち約 6 % は骨折に，
約 24 %は重度の受傷に至る



平成23年9月16日産経新聞 平成15年11月25日毎日新聞



顎口腔機能と脳機能顎口腔機能と脳機能
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論文作成

・一般診療
・出張[MG、パラリンピック支援、アスリートの検診 etc.]

研究・学会発表

研究テーマの決定



診療

一般診療
歯内療法処置
歯周病治療
補綴処置

スポーツ歯科での専門的処置

マウスガード、フェイスガード
睡眠時無呼吸用オーラルアプライアンス



学会、資格

• 日本スポーツ歯科医学会

(認定医、スポーツデンティスト)
• 日本補綴歯科学会

(認定医)
• 日本臨床スポーツ医学会

etc.



出張
・MG提供(ラグビー・サッカーなどのチーム、

パラリンピック競技)
・摂食嚥下リハ科との連携



東京歯科・医科歯科・日大松戸
スポーツ歯科ゴルフコンペ



口腔健康科学講座

スポーツ歯学研究室
障害者歯科・口腔顔面痛研究室
摂食嚥下リハビリテーション学研究室


